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気持ちのよい秋風が吹きわたる頃になりました。新型コロナウイルス感染症の影響で、様々

な活動が制限されています。そんな状況の中でも瞬時に対応しながら、３年生は名和中祭に向

けて準備をしています。 

今年も沖縄体験学習や修学旅行の延期、部活動の制限など我慢の日々が続き、学校生活を満

足できていない人も多くいるかと思います。 

私は、３年生として、後輩を引っ張っていく立場になり、夏休みから名和中祭などの準備を

はじめてきましたが、突然の緊急事態宣言で活動中止。私たち３年生に今できることは何かと

考えたとき、まずは、感染対策をしっかりすることに尽きると思いました。後輩に教えている

自分の姿を１年生の頃から夢に見てきてそれが叶わない。そんな状況になるのは避けたいと３

年生は誰もが感じたことだと思います。しかし、活動できない状態になってしまっても、弱音

も吐かず前向きに考え、目の前の課題に集中して取り組むみんなの姿はとても立派だと思いま

した。 

さて、今年の名和中祭のスローガンは「笑舞」～舞い上がれ 我らの名和中魂～ 「笑顔で

楽しく、全員が個性を尊重し合い、舞えるような名和中祭にしたい。魂が燃えるくらい全力で

戦いたい。」という想いが込められています。私たちはこのスローガンのように、一人一人が熱

く、輝けるような名和中祭にしたいと思っています。

コロナ禍で様々な制限がありますが、少しでも楽しか

ったと思ってもらえるような、大切な思い出の一つに

残るものを名和中生全員でつくり上げられるように

していきたいです。 

また、名和中祭を開催するにあたって先生方だけで

なく、たくさんの方々の協力のもとに成り立っている

と思います。そんな恵まれている環境に感謝し、名和

中祭を成功させられるよう、生徒一丸となって力を合

わせていきます。 

 

 

 

ああゆゆちちががたた 

水組「水龍清花」 

橙組「天下橙一」 

 橙組団長の佐藤天晴です。１年・２年の体育祭は、楽しかったし、総合優勝もできてうれし
かったです。今年は団長として橙組を引っ張って、楽しみながらも勝利を狙える団をつくり、
総合優勝を本気でとりにいきます。 
「最後に、勝って泣くのは俺たちだ！」 

 水組団長の岡田朋樹です。今まで僕は一度も総合優勝をとったことがないのですが、つま
らなかったとは思っていません。それはきっと、一生懸命頑張り、みんなを笑わせ、楽しま
せてくれた先輩がいたからだと思います。だから今度は自分がその先輩を越えて、水組全員
で楽しんで総合優勝へと導きます。 
「最後に、勝って泣くのは俺たちだ！」 



 

   

本年度の名和中祭ですが、新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、文化祭については生徒・教職員のみで行います。 

体育祭につきましては、生徒の控え席を広くとるとともに、手指の消毒等必要な感染予防措置

をできる限り行った上で、実施予定です。本来であれば御来賓の方やご家庭、地域の皆様に参観

いただきたいのですが、密集・密接を防ぐため、今年度につきましては、全学年の各ご家庭１名

までにさせていただきます。御理解、御協力いただきますようお願いいたします。 

また、運動場南側の公道からの観戦は近隣の方の御迷惑になりますのでお控えください。 

 

 

 １１月６日（土）に延期した、河口湖・富士山麓方面への修学旅行に向けての準備を進めてい

ます。富士山麓での自然体験をはじめ、色々な体験・研修を行う予定です。コロナ対策をしっか

り行った中で、仲間との絆をより深め、楽しい思い出をたくさん見つけてきてほしいと思います。 

日にち：１１月６日（土）～１１月８日（月） 

行 程：１日目： 集合→バス移動→富士サファリパーク→忍野八海 

    ２日目： 富士急ハイランド、山中湖周辺散策 

     ３日目： 富士山麓体験学習→富士緑の休暇村→学校到着 

 

 

 

 

 

 

 

           【写真は昨年度の修学旅行】 

 

・ 最終下校時刻は 17 時です。 

・ 対外試合は、感染症対策を確実に行うことを前提に計画していきます。 

   また、生徒の参加につきましては、保護者の方から同意書をいただきますので、御協力をお 

  願いいたします。 

 

桃組「天花輝舞」 

黄組「絶揭黄制」 

 桃組団長の二村彰典です。桃組の四字熟語は「天花輝舞」で、桃の花言葉である「天下無
敵」を意識した四字熟語です。そんな「天下無敵」を目指すような人たちが桃組には揃って
いると思うので、「天下無敵」＝「優勝」ができるように頑張っていきましょう。 
「最後に、勝って泣くのは俺たちだ！」 

 黄組団長の鈴木海人です。現在、コロナウイルス感染症拡大防止のため、エンブレム、学
級旗、応援団の準備が思うようにできていません。この逆境を乗り越えられるよう、黄組全
員で力を合わせます。名和中祭を最高の思い出とします。 
「最後に、勝って泣くのは俺たちだ！」 
 


